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スターター チームＡ： ＃４、＃６、＃７、＃８、＃１８ 

 チームＢ： ＃４、＃５、＃６、＃７、＃９ 

ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

(試合開始時) チームＢ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 

 女子決勝は平成１１年度と同じ顔合わせ。大曲は１８年ぶり、湯沢南は初優勝をかけての大曲対湯沢

南の対戦となった。 

 第１Ｑ、大曲は＃６のフリースロー、３Ｐで得点。対する湯沢南は＃５のジャンプシュート、＃９ゴ

ール下の得点で応戦する。しかし、大曲は＃４の連続３Ｐや＃７のバスケットカウントで得点を重ねる。

１３－８となったところで湯沢南はタイムアウトを請求する。タイムアウト後、＃４の３Ｐで点差を縮

めるが、大曲も＃６のドライブインで得点し、第１Ｑを１７－１３で終了する。 

 第２Ｑは大曲の厳しいディフェンスに湯沢南が得点できず、大曲＃１８のドライブからのバスケット

カウントとレイアップ、＃６の速攻と３Ｐなどでリードを広げる。２９－１３となったところでたまら

ず湯沢南がタイムアウトをとる。しかし、タイムアウト後も大曲はディフェンスの手を緩めず、湯沢南

は得点することができなかった。湯沢南は残り２分を切ったところで、＃７のドライブインでようやく

得点をあげる。しかし、大曲は＃８の連続得点で更にリードを広げ、３６－１７で前半終了。 

 第３Ｑは両チーム共にシュートまでいくものの決定力に欠け、無得点が続く。２分過ぎたところで、

大曲は＃６の速攻でようやく得点をあげる。対する湯沢南は、すぐさま＃５のゴール下のシュートで追

いすがる。しかし、大曲はディフェンスの手を緩めず、その後は湯沢南に得点を与えず、更にリードを

広げる。２７点差がついたところで、大曲は４人の選手を交代させる。残り１分を切ったところで、湯

沢南の＃６のジャンプシュート、＃４のバスケットカウントが決まるものの、４６－２４で第３Ｑが終

了する。 

 第４Ｑ、湯沢南は＃６のドライブインで先手をとる。その後、２対２の合わせから＃５が連続で得点

を重ね、リードを縮めるものの、大曲は＃９の３Ｐ、＃５の速攻で突き放す。残り３分を切ったところ

で大曲はオールメンバーチェンジ。そこから、湯沢南は＃７のドライブイン、＃５の３Ｐとゴール下シ

ュートで反撃するが及ばず。終始、プレッシャーを与え続けた大曲が５３－３７で勝利し、１８年ぶり

７回目の優勝を飾った。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


